
 

｢テクノ未来塾｣ 

関西「寺子屋フォーラム」（第169回） 
 

 

【メインテーマ】：「イノベーターが未来を創る」 

 

 

講演１．理事長 阿部 惇先生 

 「実践体験から考えた企業における 

イノベーターの発掘・育成・活用のあり方」 
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       ●会 場 京都府民総合交流プラザ「京都テルサ」東館3階 C会議室 
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1 

実践体験から考えた 
企業におけるイノベーターの 
発掘・育成・活用のあり方 

テクノ未来塾 関西「寺子屋フォーラム」 
 

2017.11.11 
 

理事長 阿部 惇 
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講演を始める前に 
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• 寺子屋に集まってくる方々は、それぞれの体験に
裏付けられた持論をお持ちだと思います。 

• そこであえて、異なった体験を持つ2人の講師が
問題提起することにより、 

• あるべき姿・ありたい姿、問題点をあぶり出し、そ
のギャップを埋めるための方策に関する議論を
喚起したい、と思います。 

• 2人の見解に対して、寺子屋に参集された方々の
思いをぶつけあうことで化学反応を起こす。 

• そうすることで、何らかの普遍的なものが見つか
るかもしれない、と期待しています。 
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• 今回、皆さんと共に、テクノ未来塾が「発想・構
想の場」として機能する、ということを証明する
事例を創り出したい、と思っています。 

• そのためのコンセプト（たたき台）も提起します。 

•  議論を活発化させるために、個人的な体験だ
けに拘らずに、 

•  最近の世界の現状もご紹介します。 
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• 出川理事が考えておられる「イノベーター」の
イメージは、 

• イノベーションを起こす人、企業で事業を自ら
起こす人、すなわち社内起業家、と伺ってお
ります。 

•  企業内起業家＝社内イノベーター、またはイ
ントラプルナーとの定義のようです。 
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• 一方、私の方は、 

•  話の力点を、企業内起業家に置かずに、「イノ
ベータ―ズ」という複数形を根底において話をし
ます。 

•  松下電器産業㈱時代の当事者としての事例だ
けでなく、 

•  古い話では、米ベル研究所での室温連続動作

半導体レーザーを開発した「物理・化学・電気の
3人のチームの物語」も紹介します。 

•  新しい話ではP&Gの事例も私のイメージに合う
ものとして紹介します。 
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どちらかというと、 

  ① 社会の課題を解決すること（ソリューションビジネス） 

    で社会に貢献したり、 

  ② 組織／チームで、会社の将来を支える「新しいビジネ 

    ス」を創出する、 

という視点から話をします。 

 

松下電器産業㈱時代の経験で言えば、 
• 研究者個人としての体験：携帯やスマホにとって必要不可欠なデバイス
であるエレクトレット・コンデンサマイクの事業化／低消費電力型機器・シ
ステムに不可欠な半導体デバイスであるCMOS製造に、当時駄目技術と
言われ誰からも相手にされなかったイオン注入技術を用いるという逆転
の発想 

• マネジャーとしての体験：アナログ時代の携帯電話の事業化／ニッケル
水素電池の事業化／多層基板の事業化における構想提案・イノベー
ターの取りまとめ役としての体験 
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社内企業家の思いが周りの人々から理解されにくいのは
洋の東西を問わない事実である、と思っています。 

そこで、イノベーターたらんとする方々へのメッセージ： 

• 思い、ストーリーを持つ。 

• コンセプトをしっかり持つ。 

• 解決したい社会課題に狙いを定める。 

• 先端技術は400年経って文化になった。[石川哲也・理化学研究
所放射光科学総合研究センターセンター長」 

• 大海原で悠々と泳ぐのか、波打ち際でドタバタしながら
泳ぐのか。 

• 人間が想像できることは必ず実現できる。［ジュール・ガブリエ
ル・ヴェルヌ、SFの父］ 

• 失敗を恐れない勇者にこそ、イノベーションの女神は微
笑む。［三村高志・富士通研究所名誉フェロー］ 
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グーグルのCEOとしての最大の課題は？ 
（スンダル・ピチャイ、グーグルCEO、日本経済新聞、2017.10.1）より作成 

• 「会社が大きくなってもハングリーで起業家精
神にあふれた小さな会社のように行動でるよ
うにすること」。 

• 会社が大きくなれば本来はより野心的なこと
に取り組めるはずなのに、多くの企業は小さ
な変化で満足している。 

• 過去に築き上げたものを捨てる覚悟で次に
進むことに腐心しているが非常に難しい。 
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大企業に立ちはだかる成功の復讐 

• なぜ大企業が、イノベーションについていけな
いのか？ 

• なぜイノベーションを起こし続ける企業になれ
ないのか？ 

• どのような組織構造ならば対応できるのか？ 
 

（出川理事から何かコメントいただけるかも。次の講演までお待ちください） 
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1. 私が考えている 
イノベーションへの途 

いくら創造的なアイデアを出しても、それが製
品化、会社での導入・特許化など、実際に活
用されるところまでたどり着かなければ「イノ
ベーション」とはいえない。 
 

（入山章栄・早稲田大学ビジネススクール准教授、2016.01.13） 
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1.1 思いこそが全ての始まり 
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思いを持った人が世の中を変えていく 
（関西大学イノベーション創生センター1周年記念シンポジウム、2017.9.13）より作成 

• イノベーションを生む楽しさ、志、ビジョン 

• 多種多様な人々のベクトルを合わせる。 

• コミュニケーション、相互作用が起こる組織、仕
組み 

• 新しいことを行う時のリスクはマネジメントするも
の：リスクを取る、取らない。どこまでか。 

• とがった技術は個人（当事者）にしかわからない。 

• 技術は育てないといけない。 

 
13 

歴史の1コマを 

創りたい 

という強い思いを持とう 
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夢は描いて絵にすると必ず実現
する。描いたもの勝ちである。 

そのためには、遠くを見てすぐに
始めよう。 

（隈研吾・建築家、NHK番組知恵泉、2014.4.8）より作成 

（5年先、10年先のことだから、ゆっくりやったらいい、
と言うものでは全くない） 
 

～スペインのバルセロナにあるサグラダ・ファミリア
聖家族教会が良い事例～ 

15 

青写真を示し現場を鼓舞 
（田中 孝雄・三井造船社長 、日経産業新聞、2016.5.23）より作成 

• 「人々を鼓舞する」。 

• リーダーは社員のやる気を引き出すた
めに将来の青写真を提示すべき。 

• 未来に希望や期待が持てるからこそ社
員が前向きに仕事に取り組める。 

16 
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1.2 ストーリーが大切 

17 

未来へ向けたストーリーが重要 
（諸家裕一・経済産業省産業政策局室長、KPMG Insight、Nov.2016）より作成 

• まず伝えたい人がいて 

•伝えたいメッセージがあり、 

•そこからストーリーができる。 

18 
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未来へ向けたストーリーが不可欠。それは 
・ こんなことをやろうと思っている、と他人に 
  話したくなるようなこと 
・ 他人に話すことが楽しくてしょうがない、 
  というようなこと 

（事例） そんなバカなことを、と言われるような
ストーリーはなかなか真似されない。 

・ クロネコヤマトの宅急便（大口でも低収益の 

  時に個別配送とは？？） 
・ アマゾンのマーケティングシステム（赤字なの 

  に大規模なデリバリーシステムを作ると 

  は？？） 
19 

右肩上がりの時代のように貢献すべき内
容が自明な時代ではなくなった現在では、
単一の戦略ではなく、複数のシナリオ／
ストーリーに基づいた経営が必須 

 

企業・組織がおかれているポジションを
正しく認識することから始める必要 

試行錯誤しながら企業・組織の将来像を
明確にして共有することが必要 

20 
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1.3 ストーリーを具現化するためには 
踏み出す勇気が不可欠 

21 

あるべき姿を描きながら 
現状からジャンプする人に 

なって欲しい 

Beyond Borders 
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踏み出す勇気が人生を変える 
（似鳥昭雄・ニトリ会長、3月26日放送日本経済新聞社「私の履歴書」）より作成 

• 成功する人と成功しない人の違いは、 

 実行するかしないか。 

 

• 殆どの人が悩んで考えて終わって
いる。 

23 

決断しやり遂げるためには 

 

① 自己の強みに気づく  

② 自己の思いに気づく  

③ 未来を構想する 
 

『ＪＭＩ部長のためのエグゼクティブマネジメントコース』より作成 

24 
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2. 体験に基づく 
イノベーション人材育成論 

25 

信頼関係のある職場 
 ・対話による上司の思いと部下の 
  思いの融合・一体化 
 ・上司からの認めのサイン 
 

自己実現できる組織 
 ・方向性は指示しても、具体的 
  方法論は任せる。 
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凡庸な教師はただしゃべる。よ
い教師は説明する｡すぐれた教
師は自らやってみせる。そして、
偉大な教師は心に火をつける。 
[ウイリアム・アーサー・ワード]  
（西澤潤一：東北大学総長：「教育の目的再考：1996.04.26）より作成 

27 

ベテランが陥る罠 
若いイノベータ―の芽を摘むその一言 

「どうだ、俺の言った通りになっ
ただろう」 

 
～果敢なチャレンジの結果成功した 

部下への禁句～ 

28 
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2.1 チャレンジした結果の失敗を 
許容する企業風土の醸成 

29 

○思い込ませ、際どくチャレンジ 
   させる。 
  ・しかも、できるだけ若いときに 
 

○失敗から学ぶことが多い。 
  ・果敢にチャレンジしたときの失敗 
    （よい失敗：小さな失敗、大きな成功） 
   ・まず挑戦せよ。失敗は現状維持より尊い 
    （トヨタの事例） 

30 
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失敗は儲け損なった金額ではなくて 
損をした金額で測られることが多いが、 
これは誤りである。 
管理職は試みなかったことでは罰せ 
られないが、やってみてダメだったとき 
に罰せられることはよくある。 
 
  （ゲイリー･ハメル、Ｃ･Ｋ･プラハラード：1995.03） 
 

失敗は儲け損なった金額ではなくて 

損をした金額で測られることが多い
が、これは誤りである。 
管理職は試みなかったことでは罰せ 

られないが、やってみてダメだったと
きに罰せられることはよくある。 
 

  （ゲイリー･ハメル、Ｃ･Ｋ･プラハラード：1995.03）より作成 

31 

2.2 プロジェクトの引き際の決定は 
Ｒ＆Ｄマネジメントの重要かつ難解な責務 

32 
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プロジェクトに貢献してきた研究チ 

ームの労をねぎらい、技術的な課
題や事業上の判断を十分論じ合っ
たうえで、マネジメントの決定に納
得してもらい、前向きの姿勢で次の
課題に取り組んでもらうのである。 
 

 （フィリップ・Ａ・ラッセル、カマル・Ｎ・サード、タマーラ・Ｊ・エリクソン： 
「第三世代のＲ＆Ｄ」：1992.02.14）より作成 

33 

3. 目利き人材 

34 
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1987年に日本の学会で発表した後、
これを聞きつけたアメリカの研究者2
人が私のところに来られて、「ぜひと
もこれを世界に紹介したい」と言われ
たのです｡ 
将来性を認めてくれた「目利き」のよ
うな方がいなければ、今の（受賞）騒
ぎにはなっていなかったと思います。｡ 
 

（田中耕一：島津製作所分析計測事業部ライフサイエンス研究所主任： 
2002年ノーベル化学賞受賞：2002.10.11）より作成 
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イノベーションの種を見つけるために 

１．大学の研究の中から、企業の
特定分野に極めて適している研
究をいかに見つけてくるか。 
２．10年のスパンで考えられる研
究者が企業側にもいるかどうか
が、連携を成功に導くポイント。 

 
（中村邦夫：松下電器社長：日本経済新聞：2003.8.7）より作成 
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目利き人材の役割 

技術を発掘するばかりでなく実用
化まで責任を持ってフォローして
ほしい｡ 

その結果によって「目利き」は評
価を受けるべきである｡ 
 
 （丸山瑛一：理化学研究所フロンティア研究システム長：2001.10.23）より作成 

37 

4. ストーリーを具現化する 
ためには試行錯誤が不可欠 

38 
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試行錯誤型経営 
（経営プロ、2015.8.13）より作成 

• 「まずはやってみて、その結果に迅速に適
応していくこと」を前提とした経営スタイル
のこと 

• 未来が読み通せない今の時代は 

• 試行錯誤には多くの失敗が伴うが、その
多くの失敗からいかに学び、軌道修正をい
かに高速に繰り返すことができるかが、
「試行錯誤型経営」の最も重要なポイント。 

 
39 

アイデア～プロトタイプの間で試行
錯誤して、商品化・事業化のための
最善の解を見つけ出す 

40 
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新事業育成プロセスにおける 

ステージごとの技術開発投資額比較 

アイデア 

フィージ
ビリティ
スタディ 

プロト
タイプ 

商品化・
事業化 

１ １０ １０００ 

試行錯誤領域 
阿部 惇、「研究者・技術者の自主性を促すマネジメント・風土」、 
技術経営情報協会、2015年3月出版 41 

仮説を素早く立案、小さく実行・検証、 

素早く修正、を超高速で                                                                          
（長谷川博和・早稲田大学大学院教授、日経産業新聞 2014.2.18）より作成 

• 研究や分析、評論ばかりしていて実行しないの
は問題だとは思うが、さりとて、まず走り、つまず
きながら考えるというのも効率が悪いと感じる。 

• むしろ、顧客のニーズや、それに応える付加価
値の提供の仕方について、仮説を素早く立案す
る。 

• それを小さく実行することで検証し、 

• 素早く修正するという回転を超高速で行うことが
近道と考える。 

42 
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イノベーションは､未知なるものに向
かい､仮説と検証の繰り返しを行う
プロセスであり、必要な設備も整っ
ていないことが多い。 

（村山誠哉・iTiDコンサルティング シニアマネージング 

コンサルタント、2015.6.15） 

43 

洞察して仮説検証の試行錯誤を行う 
 
 

                            その結果、 
・ 投資リスクが小さくなる 
・ 規模の大きな事業が発見できる確率 
  が高くなる 

44 
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5. 気付きの大切さ 

45 

 
 

• 自動運転車が登場した時には誰もが将来の技
だと思ったが、あっというに実用化に向かって
いる。 

• 注意が必要なのはエクスポネンシャルな技術
革新は最初は静かにやってくため、変化に気
付きにくいという点。 
 

（ロブ･ネイル、米シンギュラリティ大学CEO、日本経済新聞、2017.8.22）より作成 

46 
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試行錯誤の過程で、 
気付きが生まれ、 

（技術）見識が磨かれる 

企業・大学における体験・事例から 

47 

   気付き：欠点は実はメリット 
当初のイオン注入技術は、高濃度層の形成に時間がかかっ
たので、半導体製造技術として実用性が無い、と欠点のみが
指摘されていたが、イオン注入法の特徴が生かせる最適半
導体デバイスを発見(阿部 惇） 

2重ウエル構造のCMOSLSI 

(日経エレクトロニクス、2007.9.10)より作成 

イオン注入法は電気的制御なので、当時主流の半導体
デバイス製造技術であった熱拡散法では困難な低濃度
のウエルの形成法として最適であることに気付いた。 

ＣＭＯＳ LSI の2重ウ

エル構造の（日経エ
レクトロニクス：
2007.9.10）より作成 

48 
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イオン注入技術が使いものにならない 
技術であるとの烙印を押された理由 

• 技術者が、その時主流の接合型半導体デバイスの製造を念頭にイオン注入技術を評価 
    したためである。具体的には、下記の①と②に目が奪われていた。 
 

 ①ビーム電流取れない（少ない）ので高濃度の半導体領域を製造するには時間 
    がかかり経済的ではない。 
 ②深いｐｎ接合を作るには、高エネギー装置（高価）が必要になる。 
 

 イオン注入技術は、現在では主流になっているが、当時はマイナーな存在だったCMOS
型半導体デバイスの製造には、最適であることに気が付かなかった。 

 ↓ 

今では必要不可欠な技術に！ 
 

（これが無ければ低消費電力の半導体が作れない。 
 したがって携帯電話もスマホも作れない。） 

49 

6. 好きなことと役に立つことの 
両立を考えよう 

50 
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思いを具現化するに際して、最もモチベーションが 
高まるのは、3つの円がほぼ一つの円になるとき 

（野口吉昭、2003.9.19）を基に作成 

好きなこと 

得意なこと 

社会のた
めになる
こと 

＝企業のため
になること 

＝余人をもっ
て代え難し 

51 

7. 組織的イノベーション 

52 
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創造性を組織的にマネジメン卜 
（奥出直人・慶応義塾大学教授、日本経済新聞、2017.8.15）より作成 

• イノベーションは個人が始めるギャンブルとの
見方がある。 

• 確かに新商品企画会議からイノベーションは
生まれず、ベンチャーを買収してもイノベー
ションは起こらない。 

• 強烈なアイデアで一発勝負をして巨大企業に
なるかもしれないベンチャーを見つけ、投資
する方が効果的との考え方がある。 

 

 53 

• それに対して、創造性はギャンブルではないと
して、発想のマネジメントに筋道を立てたことが
デザイン思考の貢献。 

 

• 幸運に頼らなくても、イノベーションはマネジメ
ントによって可能になる。［ドラッカー］ 

• 失敗を恐れず、絶望の淵でもあきらめない前に
進む人材を育成しマジメントすることがイノー
ションを実行する組織には不可欠。［ドラッカー］ 

• リスクのある活動には投資が行われず、イノ
ベーションを妨げてきた。 
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P&Gにおけるイノベーション中心の組織 
（奥出直人・慶応義塾大学教授、日本経済新聞、2017.8.18）より作成 

• すべての中心に消費者を置く。 

• 顧客行動の観察によるコンセプトのデザインが出発点 

• 次に自社技術にこだわらず、コンセプトの実現を目指し、
新商品開発の50％は外部の力を活用する方針 

• イノベーション中心の組織を作り、全ての企業活動が
イノベーションのために行われるようにマネジメントす
る。 

• チームでイノベーションに取り組むというマネジメントを
導入 
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Ｐ＆Ｇではイノベーションを三つの段階に分けて管理 

〇最初の段階は、普段の職場から離れた「ジム」   

  と呼ばれる施設でアイデアを討議 
 

〇次隣接した施設でプロトタイプを作る。 

• エンジニアの集団が数百個の単位でプロトタイプをつ 

  くり、それを10回以上繰り返す。 
 

〇さらに作った製品を人々がどのように購入・使用する 

かを調べる施設には、50台以上のカメラが設置され、模 

擬店舗での購買行動や製品の使用状況を観察 
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8. 私が体験した 
組織的イノベーションマネジメント 

57 

息の長いスパンで研究を見る目 

今、松下グループで花開いているのは、 
10年ほど前にスタートした技術。だから 
企業の研究リーダーは息の長いスパン 
で研究を見る目を養わないといけない。 
私は成功するかしないか判断するのに 
10年は必要だと思っている。 
 

（中村邦夫：松下電器社長：日本経済新聞：2003.8.7）より作成 
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松下電器グループ総合力結集による 

携帯電話事業の育成事例（1990年当時） 

松下通信工業 
（アーキテクチャ） 

松下電子部品 
（多層基板） 

松下電池工業 
（ニッケル水素電池） 

松下電子工業 
（GaAs半導体） 技術開発 開発資金 

松下電器産業 
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イノベータ A イノベータ B 

イノベータ C 

イノベータ C 

イノベータ D イノベータ E 

9. 日本企業に適した 
組織的イノベーション・マネジメント 
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 明るい未来を自ら構想できなければ、 
明るい未来はやってこない  
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「日本型イノベーション」のあり方 
 

（堀井秀之・東大教授：日本経済新聞：2009.8.8）より作成 

 
社会問題をイノベーションの機会とすべく、新しいリー 
ダーシップの育成やクリエイティブ思考のための知の 
構造化を進める。 
 

• 生活者の感性 呼び起こせ 
• 「技術中心」から脱却を 
• 価値観や社会の変化誘導 
         ↡ 
• 技術中心のイノベーションから 
• 人間中心のイノベーションへ 
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人間中心のイノベーションとは、 

• 人々の生活や価値観を深く洞察し、
新製品やサービス、ビジネスモデル、
社会システムなどを生み出していく
こと 

• 人々のライフスタイルや価値観の変
化を生み出していくこと 

 

63 

日本型オープンイノベーション 
（長島聡、ローランド・ベルガー日本法人代表、日本経済新聞、2017.9.5）より作成 

 

• 日本企業の多くの経営者は、コトの強化が重要
な課題であると認識している。 

• コトはモノより顧客の時間を占有でき、ストーリー
で人の心を多面的に魅了できる。 

• ストーリーに続きやバリエーションを持たせること
で、継続性も生み出しやすい。 

• ビジネスの世界ではコトは２人組ではなく、より多
くの人や企業で進めていく。 

• ストーリーに奥行きをつけるために、息が合った
登場人物は多ければ多いほど良い。 

64 



33 

• プラットフォームが社会に届けたい本質的な価
値を掲げ、多様な持ち味、能力を持つ人材の交
わる場となっていれば、驚くほどたくさんのイノ
ベーションを生み出せるはず。 

• やるべきことは、自らの得意技や楽しいことを
持って社外に刺激を受けに行くこと。 

• 悔しい思いや恥ずかしい思いもしながら自分の
中に多様性をつくっておくこと。 

• そうすれば、いざ共同作業という段で、異能や
多様性を理解できる。 

• 化学反応がおき、みんなの得意技を組み合わ
せてイノベーションを量産できる。 
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日本企業には、開かれた場で継
続的にイノベーションを量産する
仕組みをインストールしたい。 

66 



34 

10. オープンイノベーションの 
場・拠点としてのテクノ未来塾 

67 

ビジネスパーソンに今、 
最も必要とされる能力は「考える力」 

（出口治明・ライフネット生命保険創業者、日本経済新聞、2017.8.21）より作成 

• イノベーションは知識と知識の組み合わせに
よって生まれるが、自分の仕事に関する知識
同士を組み合わせるだけでは、大きなインパク
トは持ち得ない。 

• 遠いフィールドで得た気づきが豊かな発想を促
し、生産性を高めるトリガーとなりうる。 

• 成長意欲を持って学び続けることこそ、いつの
時代にあっても人間にとって最も大切なこと。 
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• 変化が激しい今の時代は教科書
で学んだことはあまり役に立たな
い。 

• 自分で考えることが重要になる。
それには仲間との議論が重要 
 

（伊藤穰一、米マサチューセッツ工科大メディアラボ所長、 

日本経済新聞、2017.8.22）より作成 
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「弱いつながり」と「強いつながり」のネットワーク 
(入山章栄・早稲田大学ビジネススクール准教授、2016.1.13）より作成 

←会社・組織 

テクノ未来塾 ⇒ 
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〇 新しい知の組み合わせは、 

  むしろ弱いつながりが効果的である。 

 
• 幅広い人々から多様な情報が効率的に流れる。 

• 弱いつながりからなるネットワークは、全体的に 

 ムダが少なく効率的 

• 全体として情報波及の効率が高くなる。 
 

〇 弱いネットワークは簡単に作れる。 
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イノベーション実現への段階における
「弱い人脈」と「強い人脈」の効果 

入山章栄 

会社・組織 
↡ 

テクノ未来塾 ⇒ 
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（知のコミュニティ） 
（物理的な場）（バーチャルな場） 
多様な知による新しい知の創出 

実践 
チーム 

A 

実践 
チーム 
Ｚ 

イノベーションを起こす会社・組織 

リーダーの
思いに共鳴
するチーム 
メンバー 

リーダーの
思いに共鳴
するチーム 
メンバー 

会社の経営資源を活か
した実践で思いを具現化 

チームの思いを具現化
するための知を共創 

準備段階 

テクノ未来塾 

会社・組織 
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11. VUCAワールドを勝ち抜くために 
経営者・マネジャーは 
何をすべきか？ 

 

（鬼頭孝幸・ローランド・ベルガー、IT media）より作成 
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以下に、鬼頭孝幸の提言の紹介する。 
VUCAワールドを勝ち抜くための5つの要件 

• 要件（1） 確固たるビジョンやシナリオを持つ 

• 要件（2）  走りながら考え、こまめに軌道修正 

       する（トライ＆エラー） 

• 要件（3） 複数の「ネタ」を持つ～事業の「複線 

       化」 

• 要件（4） ゲームの“ルールメーカー”になる 

• 要件（5） “自己否定”を厭わない、常にイノ 

       ベーションを追及する。 
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VUCAワールドを勝ち抜くためのアクション 

（1） 現状に“'懐疑的”であり続ける 

（2） “未来”“将来像”を描く 

（3） “技術革新のインパクト”を徹底的に考え抜く 

（4） 組織に“遊び”をつくる 

（5） “異質”を認める、排除しない 

（6） 組織を“シンプル”にする 

（7） “専門チーム” “ "特殊部隊” をつくる 

（8） 積極的に“外部”を活用する 

（9） “キャッシュカウ”をつくる 
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・ 2004年 立命館大学理工学部教授としてテクノロジー・マネジメント研究科設立準備 

・ 2005年 立命館大学大学院テクノロジー・マネジメント研究科研究科長・教授に就任 

・ 200７年 中国華中科技大学管理学院客員教授、中日科技管理研究所顧問所長就任 

・ 2009年 ニチコン㈱取締役就任 
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